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ふるさと CM 大賞を受賞しました！

　

１
月
３
日
に
ａ
ｂ
ｎ
長
野
朝
日
放
送
に
て
放
送
さ
れ
た

「
第
20
回
ａ
ｂ
ｎ
・
八
十
二
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｏ
」
で
池
田
町
の
作
品
が
最
優
秀
賞
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
大
賞
受
賞
は
初
と
な
り
ま
す
。

　

作
品
は
「
池
田
町
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
！
」
と
題
し
、

池
田
町
の
魅
力
を
通
販
番
組
風
に
紹
介
す
る
と
い
う
も
の

で
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方
に
向
け
て
楽
し
く
魅
力
を
伝
え

よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｍ
は
ａ
ｂ
ｎ
長
野
朝
日
放
送
お
よ
び
県
外
テ
レ
ビ
朝
日

系
列
に
て
約
３
６
５
回
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
作
品
は
町

公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

Ｃ
Ｍ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.

ikedam
achi.net/

0000002167.htm
l

Ｃ
Ｍ
作
成
中
の
様
子

　

町
職
員
有
志
が
集
ま
っ
て
制

作
し
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
出
し

か
ら
動
画
編
集
ま
で
、
職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
が
活
か
さ
れ
素

晴
ら
し
い
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
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令和３年度から個人住民税制が改正されます
　

令
和
３
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
に
適
用
さ
れ
る
主
な
税

制
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
給
与
所
得
控
除
・
公
的

年
金
等
控
除
の
制
度
の
見
直
し
を
図
り
つ
つ
、
一
部
を
基

礎
控
除
に
振
り
替
え
る
な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◆
給
与
所
得
控
除
の
改
正

・
給
与
所
得
控
除
を
一
律
10
万
円
引
き
下
げ

・
給
与
な
ど
の
収
入
額
が
８
５
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の

控
除
額
を
１
９
５
万
円
に
引
き
下
げ

◆
公
的
年
金
等
控
除
の
改
正

・
公
的
年
金
等
控
除
を
一
律
10
万
円
引
き
下
げ

・
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合
の
控
除
額
に
１
９
５
万
５
０
０
０
円
の
上
限
を
設
定

・
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
合

計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
控
除

額
を
引
き
下
げ

◆
基
礎
控
除
の
改
正

・
基
礎
控
除
を
10
万
円
引
き
上
げ

・
合
計
所
得
金
額
が
２
４
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

そ
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
基
礎
控
除
額
引
き
下
げ
、

合
計
所
得
金
額
が
２
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
基

礎
控
除
の
適
用
対
象
外

◆
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
が
８
５
０
万
円
を
超
え
る
方
で
、

①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
給
与
収
入

金
額
（
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
１
０
０
０
万
円
）

か
ら
８
５
０
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
10
％
に
相
当
す
る

金
額
が
、
給
与
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
有
す
る
居
住
者

②
本
人
が
特
別
障
害
者
で
あ
る
居
住
者

③
特
別
障
害
者
で
あ
る
同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
を
有
す
る
居
住
者

◆
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
な
ど
の
金
額
お
よ
び
公
的
年

金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の
金
額
が
あ
る
居
住
者
で
、
給
与

所
得
控
除
後
の
給
与
な
ど
の
金
額
お
よ
び
公
的
年
金
な
ど

に
係
る
雑
所
得
の
金
額
の
合
計
額
が
10
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
各
所
得
金
額
（
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
を
限
度
）
の
合

計
額
か
ら
10
万
円
を
控
除
し
た
残
額
が
、
給
与
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設

・
婚
姻
歴
の
有
無
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
同
一
生
計
の
子

（
他
の
者
の
同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
な
っ

て
い
な
い
、
前
年
の
総
所
得
金
額
な
ど
が
48
万
円
以
下
の

子
）
を
有
す
る
単
身
者
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
親
控
除
（
控

除
額
30
万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
※
所
得
制
限
（
合
計

所
得
金
額
５
０
０
万
円
以
下
）
あ
り
。

◆
寡
婦
控
除
の
見
直
し

・
ひ
と
り
親
控
除
に
該
当
し
な
い
寡
婦
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
寡
婦
控
除
と
し
て
控
除
額
26
万
円
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
子
以
外
の
扶
養
親
族
を
持
つ
寡
婦
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
（
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
）

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
制
改
正
に
つ
い
て
、
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
課
税
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

給
与
所
得
控
除
と
公
的
年
金
等
控
除
か
ら

基
礎
控
除
へ
の
振
替　

所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
措
置

お
よ
び
寡
婦（
寡
夫
）控
除
の
見
直
し

基礎控除

＋10万円

税額

入収金年的公入収与給

給与所得控除
必要経費

個人事業主など
事業収入

公的年金等控除

△10万円

給与所得控除等から

基礎控除への振替

△10万円

【基礎控除への振替イメージ】

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

課
税
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１
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町県民税（住民税）の申告について
　

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
の
間
、
所
得
税
の
確
定
申
告

お
よ
び
町
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
（
池
田
町

の
申
告
会
場
の
開
設
は
左
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）
申
告
の
必

要
な
方
は
期
間
中
に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
税
務
署
か
町
の
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場
に
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
税

務
署
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
新
築
家
屋
な
ど
が
あ
り
、
令
和
２
年
分
か
ら
新
規
に
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
申
請
さ
れ
る
方

○
土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
、
株
式
の
売
買
な
ど
分
離
課

税
に
係
る
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る
方

○
青
色
申
告
の
方

　

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
で
池
田
町
に
お
住
ま
い
で
、

前
年
中
（
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の

所
得
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
が
必
要
で

す
。

○
２
か
所
以
上
の
事
業
所
な
ど
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
た
方

○
給
与
と
年
金
な
ど
複
数
の
所
得
が
あ
っ
た
方

○
内
職
・
家
事
手
伝
い
・
日
雇
い
な
ど
、
所
得
の
源
泉
徴

収
を
受
け
な
か
っ
た
方

○
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
附
金
控
除
の
各
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
方

○
農
業
所
得
が
あ
る
方
（
販
売
が
あ
る
農
家
の
方
）

○
年
金
所
得
者
で
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
方
の
う

ち
、
町
県
民
税
の
た
め
の
所
得
控
除
が
必
要
な
方

○
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
同
世
帯
内
で

税
法
上
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い
な
い
方

※
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
り
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に
該
当
す
る
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

●
純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定
申
告
書
の

提
出
が
控
除
適
用
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受

け
る
方

※
町
で
の
判
断
が
難
し
い
場
合
、
税
務
署
で
の
申
告
を
ご

案
内
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
町
県
民
税
の
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

○
１
か
所
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整

を
受
け
た
方

○
同
世
帯
内
で
、
税
法
上
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い
る
方

○
年
金
所
得
の
み
の
寡
婦
・
ひ
と
り
親
控
除
対
象
者
で
、

年
金
保
険
者
へ
扶
養
控
除
申
告
書
に
て
寡
婦
・
ひ
と

り
親
の
申
告
を
さ
れ
た
方

申
告
期
間
に
つ
い
て

申
告
が
必
要
な
方

　印鑑
　給与・年金の源泉徴収票など、収入のわかる資料
　社会保険料・生命保険料などの領収書または支払証明書
　個人番号カードまたは、個人番号通知カードと身元確認書類（運転免許証・パスポートなど）
　申告者本人の金融機関の口座情報とその届出印（口座振替納税および還付の手続きに必要）
《医療費控除がある方》
　医療費控除の明細書（用紙は役場・税務署・国税庁 HP から取得できます）
《農業所得がある方》
　農業収支内訳書、領収書・伝票または帳簿など、固定資産課税明細書
《小作料のある方》
　固定資産課税明細書、農地流動化利用権設定農地小作料の支払いに関する書類

※その他申告に必要と思われる書類がありましたら併せてお持ちください。

申告に必要なもの

　

町
の
申
告
会
場
で
申
告
す
る

必
要
が
な
い
方　

広報いけだ 4



期日 曜日 該当地区 相談会場
坂下・渋坂 午前９時 ～ 午前11時
新屋敷・中木戸 午後１時 ～ 午後３時
渋原 午前９時 ～ 午前11時
渋南・渋西 午後１時 ～ 午後３時

午前９時 ～ 午前11時
午後１時 ～ 午後３時

２月19日 金 午前９時 ～ 午前11時
２月19日 金 十日市場・高瀬橋南 午後１時 ～ 午後３時

定められた日に申告できない人 午前９時 ～ 午前11時

内鎌　第１～３ 午前９時 ～ 午前11時
内鎌　第４～10 午後１時 ～ 午後３時
定められた日に申告できない人 午前９時 ～ 午前11時

中島・正科 午前９時 ～ 午前11時
堀の内・正科 午後１時 ～ 午後３時
和合 午前９時 ～ 午前11時
広津 午後１時 ～ 午後３時

午後１時 ～ 午後３時
林中　第１～３ 午前９時 ～ 午前11時
林中　第４～７
相道寺・半在家・法道 午前９時 ～ 午前11時
花見・千本木台 午後１時 ～ 午後３時
豊町 午前９時 ～ 午前11時
一丁目 午後１時 ～ 午後３時
吾妻町 午前９時 ～ 午前11時
吾妻町・東町 午後１時 ～ 午後３時
二丁目 午前９時 ～ 午前11時
三丁目 午後１時 ～ 午後３時
定められた日に申告できない人 午前９時 ～ 午前11時

五丁目 午前９時 ～ 午前11時
四丁目 午後１時 ～ 午後３時
七五三掛・竹原・陸郷 午前９時 ～ 午前11時
滝中・滝南・滝の台・陸郷 午後１時 ～ 午後３時

午前９時 ～ 午前11時
午後１時 ～ 午後３時

（午前中のみ）

（午前中のみ）

申告相談時間

２月16日 火

池
田
町
役
場
２
階
大
会
議
室

（
待
合
室

中
会
議
室
）

２月17日 水

２月18日 木

２月22日 月

２月23日 火

２月20日 土

鵜山・中之郷・南台

（午前中のみ）

２月24日 水

２月25日 木

３月１日 月

３月２日 火

３月３日 水

３月４日 木

３月５日 金

３月７日 日

３月８日 月

３月９日 火

３月10日～
12日・15日

水～金
・月

定められた日に申告できない人

《受付開始時間》午前の部 午前８時　午後の部  正午
※役場玄関の開錠は午前８時です

町県民税に関すること　総務課 課税係　℡ 62-3131
確定申告に関すること　大町税務署　℡ 22-0410

申告相談日程表

　税務署や申告会場に出向くことなく、インターネットを利用して申告、申請・届出、
納付などの手続きを行うことができます。
　所得税の確定申告に際して書類の添付を省略できますので、ぜひご利用ください。

【問い合せ先】

e-Tax をご利用ください

・２月 20 日（土）、23 日（火・祝）、３月７日（日）は午前中に限り相談会を行います。その他の土日に相
談会は行いませんので、ご注意ください。

・所得税の還付申告は、上記の期間前から税務署で申告できます。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入場制限や受付時間が変更となる場合があります。
・医療費控除の明細書、農業や不動産の収支内訳書を作成されていない場合、作成の上、再度お越しい

ただくことになりますので、ご承知おきください。
・申告内容によっては、相談の順番が受付順より前後する場合があります。
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「児童扶養手当」が変わります
◆
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、児
童
扶
養
手
当
の
額

が
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る
場
合
、

そ
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◆
な
お
、
障
害

基
礎
年
金
な
ど

以
外
の
公
的
年

金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
方（
障

害
基
礎
年
金
な

ど
は
受
給
し
て

い
な
い
方
）※
１

は
、

今
回
の
改
正
後

も
、調
整
す
る
公

的
年
金
等
の
範

囲
に
変
更
は
な

い
の
で
、公
的
年

金
等
の
額
が
児

童
扶
養
手
当
額

を
下
回
る
場
合

は
、そ
の
差
額
分

を
児
童
扶
養
手

当
と
し
て
受
給

で
き
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
調
整
す
る

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
範
囲
の
変
更

支
援
制
限
に
関
す
る
所
得
の

算
定
方
法
の
変
更

◆
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
は
、
受
給
資
格
者

（
母
子
家
庭
の
母
な
ど
）
と
受
給
資
格
者
と

生
計
を
同
じ
く
す
る
民
法
上
の
扶
養
義
務
者

（
子
ど
も
の
祖
父
母
な
ど
）
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
支
給
を
制
限

す
る
取
扱
い
が
あ
り
ま
す
。

◆
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、
障
害

基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
受
給
資
格

者
の
支
給
制
限
に
関
す
る
「
所
得
」
に
非
課

税
公
的
給
付
な
ど
※
２

が
含
ま
れ
ま
す
。

　

既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し
て

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
原
則
申
請
は
不

要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
町
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
１
日
よ
り

前
で
あ
っ
て
も
事
前
申
請
は
可
能
で
す
。

　

令
和
３
年
３
月
分
（
令
和
３
年
５
月
支
払
い
）
か
ら
手
当

額
の
算
出
方
法
と
支
給
制
限
に
関
す
る
所
得
の
算
定
方
法
が

変
更
さ
れ
ま
す
。

比較
調整

障害基礎年金等

本体部分

子の加算部分

障害基礎年金等の全体額が
児童扶養手当の額を上回る
ため、手当全額が支給停止。

児童扶養手当

全額
支給停止

障害基礎年金等

本体部分

子の加算部分

児童扶養手当

子の加算部分と同額分は支給停止。

差額を
支給

＞

＜

差額を支給比較
調整

改正前

改正後

※
１ 

遺
族
年
金
、老
齢
年
金
、労
災
年
金
、遺

族
補
償
な
ど
の
障
害
年
金
以
外
の
公
的
年
金

な
ど
や
障
害
厚
生
年
金（
３
級
）の
み
を
受
給

し
て
い
る
方
。

※
２ 

障
害
年
金
、遺
族
年
金
、労
災
年
金
、遺

族
補
償
な
ど
。

在宅介護者に給付金を支給します
　

町
で
は
、
家
庭
に
お
い
て
重
度
の
要
介
護
者
ま
た
は
重
度

心
身
障
が
い
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方
（
介
護
を
し
て
い
た

方
）
に
対
し
て
、
介
護
者
の
孤
立
化
の
防
止
お
よ
び
負
担
軽

減
を
図
り
、
心
身
共
に
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
介
護
に
従
事

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
在
宅
介
護
者
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

《
給
付
対
象
者
》

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
状
態
の
要
介
護
者

を
、
令
和
２
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
１
年
間
で
１
８
０

日
以
上
在
宅
に
て
介
護
し
て
い
た
介
護
者
（
入
院
期
間
な
ど

は
除
く
）

①
重
度
介
護
高
齢
者

65
歳
以
上
の
要
介
護
４
、
５
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅲ

以
上
の
認
定
者

②
重
度
心
身
障
が
い
者

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者
ま
た
は
障
害
児
福
祉
手
当

の
受
給
者

《
給
付
額
》

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

※
主
た
る
介
護
者
の
健
診
結
果
書
類
提
出
と
保
健
指
導

の
同
意
で
３
０
０
０
円
加
算
し
ま
す
。

《
申
請
期
間
》

　

令
和
３
年
２
月
１
日
～
３
月
１
日

《
申
請
方
法
》

①
健
康
福
祉
課
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
内
）

か
ら
申
請
書
を
入
手

※
町
で
把
握
で
き
た
方
に
は
１
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。
届
か
な
い
方
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
と
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
健
康
福
祉
課
へ
提
出

【
問
い
合
せ
先
】　

健
康
福
祉
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
係	

℡（
６
１
）５
０
０
０

【
問
い
合
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課  

福
祉
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０
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献血にご協力ください
　病気やけがにより輸血を必要としている方は、全国で毎日 3,000 人いると言われていますが、血液は人

工的に作ることができず、長期間保管できません。日々必要な血液は献血により確保していく必要があり

ます。以下の日程で献血を行いますので、この機会にぜひ多くの皆さまのご協力をお願いいたします。

　なお、今回は下表の採血基準による 400ml 献血のみとさせていただきますのでご了承ください。

男性17～69歳※、女性18～69歳

※65～69歳の献血については、献血される方の健康を考
え、60～64歳の間に献血経験がある方に限ります。

体重 50㎏以上
間隔 前回の献血から男性12週間、女性16週間

１年に献血できる回数 男性３回以内、女性２回以内

年齢

※初めて献血される方、前回の献血時に本人確認の証明書を提示していない方は、
免許証などの本人確認ができるものを持参してください。

明説目項査検

ALT
（GPT）

肝臓に最も多く含まれる酵素です。肝細胞が破壊されると血液中に流れ出すので、
急性肝炎で最も強く上昇し、慢性肝炎や脂肪肝（肥満）などでも上昇します。激し
い運動の後に一過性の上昇がみられることがあります。

コレステロール
CHOL

血清脂質の一つで、一般に脂肪の多い食事を続けていると上昇します。また肝臓な
どで作られ、肝、胆道、腎、甲状腺の病気でその値が上下することがあります。血
清コレステロールが多くなると動脈硬化を起こしやすいとされています。

グリコアルブミン
GA

糖尿病の検査の一つです。過去約２週間の血糖値が低い状態が続いていると低下
し、高い状態が続いていると上昇します。糖尿病では標準値より上昇します。標準
値範囲内でも15.6%以上の場合は注意が必要です。

①午前９時 30 分～ 11 時 30 分　池田町交流センター かえで
②午後１時～２時　総合福祉センターやすらぎの郷３月 30 日（火）

■ 400ml 献血　採血基準

　献血にご協力いただいた方々への感謝の気持ちとして、７項目の生化学検査成績および８項目の血球

計数検査成績をお知らせしています（希望者のみ）。献血後２週間程度で親展にてお知らせしますので

健康管理にお役立てください。

　また、複数回献血クラブ会員になると、Web 上で検査成績を見ることができます。

■血液検査サービス

《生化学検査》

《血球計数検査》
赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値、平均赤血球容積、平均赤血球ヘモグロビン量、

平均赤血球ヘモグロビン濃度、白血球数、血小板数

これ以外にも海外の渡航歴などで献血をお断りすることがあります。詳しくは下記へお問い合わせください。

■日程

【問い合せ先】健康福祉課 健康増進係　℡ 61-5000

このほかに、γ‐GTP、総蛋白、アルブミン、アルブミン対グロブリン比

広報いけだ 7



血圧を正しく測って記録してみよう！
　

こ
の
季
節
、
気
温
の
変
化
に
よ

る
血
管
の
収
縮
に
よ
り
夏
に
比
べ

血
圧
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
血
圧
の
上
昇
は
、
身

体
を
動
か
す
機
会
の
減
少
に
よ
る

体
重
の
増
加
や
、
漬
物
な
ど
で
塩

分
を
多
く
と
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

血
圧
は
測
定
す
る
た
び
に
変
動

し
ま
す
が
、
１
日
の
血
圧
の
変
動

を
小
さ
く
す
れ
ば
脳
・
心
臓
・
腎

臓
の
血
管
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

血
圧
は
生
活
習
慣
の
改
善
で
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
し
い

方
法
で
家
庭
血
圧
を
測
定
し
な
が

ら
、
改
善
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
治
療
中
の
方
は
血
圧
の

薬
の
内
服
は
中
断
せ
ず
、
中
断
す

る
と
き
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

血
圧
手
帳
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

収縮期 拡張期

115
未満

75
未満

収縮期 拡張期

正常血圧の基準値

高血圧の診断基準

135
以上

85
以上

【
問
い
合
せ
先
】　

健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係

　

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

今
年
度
、
健
康
福
祉
課
に
新
し
く
で
き
た
係
で
す
。

相
談
者
の
悩
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
、
多

職
種
他
機
関
と
連
携
し
、
相
談
者
と
問
題
の
整
理
を
行

う
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
に
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

長
・
保
育
士
１
名
・
相
談
員
３
名
の
５
人
体
制
で
、
対

象
者
の
年
齢
や
相
談
内
容
に
応
じ
て
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

《
相
談
対
象
者
》

・
育
児
や
子
育
て
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方

・
お
子
さ
ん
の
発
達
面
に
心
配
を
お
持
ち
の
方

・
引
き
こ
も
り
の
親
族
を
お
持
ち
で
悩
ん
で
い
る
方

・
生
活
困
窮
や
就
労
な
ど
で
お
困
り
の
方　

な
ど

「
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
」と
は
？

【
実
際
の
相
談
例 

】

①
『
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
が
分
か
り
ま
せ
ん
』

★
定
期
的
に
来
て
い
る
作
業
療
法
士
の
先
生
か
ら
お
子

さ
ん
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ま
す
。
母
子
で
通
え
る
療
育
施
設
な
ど
を
案
内

し
て
希
望
が
あ
れ
ば
通
い
、
母
子
で
関
わ
り
を
学

び
ま
す
。

②
『
障
が
い
の
あ
る
家
族
の
就
労
に
悩
ん
で
い
ま
す
』

★
相
談
対
象
者
の
障
が
い
の
程
度
な
ど
を
理
解
す
る
た

め
、
対
象
者
や
家
族
の
同
意
を
得
た
上
で
多
職
種

に
連
携
や
依
頼
を
し
て
受
診
同
行
な
ど
を
行
い
、

就
労
可
能
な
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。
対
象
者
が

就
労
を
希
望
し
た
ら
相
談
支
援
専
門
員
を
一
緒
に

探
し
、
利
用
へ
と
繋
げ
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】  

健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

多世代相談センターだより
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vol.6

堀
端　

一
三　

さ
ん
（
71
）
愛
知
県
出
身

　
　
　

繁
美　

さ
ん
（
63
）
愛
知
県
出
身

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

和
合
在
住

　

第
６
弾
は
、
趣
味
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
る
堀
端
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

堀
端
さ
ん
は
、
も
と
も
と
白
馬
村
で
ペ
ン
シ
ョ

ン
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
夢
を
実
現
し
、
引

退
後
は
雪
が
少
な
い
土
地
へ
移
り
住
む
こ
と
を
決

断
。
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
診
療
所
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
が
徒
歩
圏
内
に
あ
り
、
平
坦
な

土
地
を
希
望
さ
れ
て
い
た
お
二
人
に
と
っ
て
、
完

璧
な
条
件
だ
っ
た
和
合
団
地
の
土
地
と
出
会
い
、

池
田
町
へ
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
満
喫
中
で
、
最
近
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
に
は
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
自
治

会
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
昔
な
が
ら
の
ご

近
所
付
き
合
い
に
「
子
ど
も
の
頃
の
懐
か
し
い
感

じ
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
自
宅
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
ご
近
所
の
方
の
誘
い
で
池
田
町

ガ
ー
デ
ナ
ー
の
会
「
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
」
へ
入
会
し

ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
東
側
の
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
作
り

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
池
田
町
の
魅
力
は
住
み
や
す
さ
。『
ほ
ど
よ
い
田

舎
』と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
な
町
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
を
も
っ
と
活
性
化

さ
せ
て
、
町
の
名
所
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
移
住

「
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
」
で
は
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
！
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
産
業
振
興
課
（
℡
（
６
２
）
３
１
２
７
）

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

数
馬

　 持 続 可 能
な 開 発 目 標

（Sustainable 
Development 
Goals）の略称。
　2015 年９月の国連サミット
で採択され、国連加盟 193 か
国 が 2016 年 から 2030 年 の
15 年間で達成するために掲
げた目標です。
　17 の大きな目標と、それら
を達成するための具体的な
169 のターゲットで構成され
ています。

環境用語の知識
ＳＤＧｓ

（エスディージーズ）

買
い
す
ぎ
な
い
こ
と
も
ご
み
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す

ポ
イ
ン
ト

必
要
な
も
の
を
買
う

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

お
店
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
る
商
品
は
、
本
体
、
容
器
、
包
装

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
店
か
ら
発
行
さ
れ
る
レ
シ
ー
ト
に
は
購
入
場
所
や
商
品
名
な
ど
の
情

報
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
日
ご
ろ
の
買
い
物
の
傾
向
を
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
必
要
の
な
い
も
の
ま
で
買
っ
て
い
な
い
か
、
一
度
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
買
い
物
を
す
る

方
も
、
便
利
な
た
め
つ
い
つ
い
買
い
す
ぎ
て
い
な
い

か
、
レ
シ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
購
入
履
歴
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

日
頃
の
傾
向
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
買
い
物
を
す
る
際
、
カ
ゴ
に
入
れ

る
前
や
決
済
の
前
に
「
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
意
識
を

し
て
み
る
と
、
不
必
要
な
出
費
と
ご
み
の
発
生
を
抑
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

みんなで実践　ごみ削減！
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池
田
町
の
皆
様
初
め
ま
し
て
。
１
月

よ
り
池
田
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

着
任
し
た
砂
田
祐
助
と
申
し
ま
す
。

　

出
身
は
東
京
都
で
池
田
町
に
移
住
す

る
前
は
埼
玉
県
草
加
市
（
煎
餅
が
有
名

な
所
で
す
）
で
17
年
程
暮
ら
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

前
職
は
会
社
員
で
、
シ
ス
テ
ム
関
連

の
営
業
を
16
年
ち
ょ
っ
と
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
ろ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
妻
の
実
家

が
長
野
県
（
安
曇
野
市
）
に
あ
り
、
親

が
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
、
あ
ま
り
離

れ
て
い
る
と
心
配
な
こ
と
と
私
の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
（
コ
ロ
ナ
で
も
な
ん
で
も
電

車
は
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
で
、
毎
日
片
道
１

時
間
）
へ
の
疲
労
感
が
限
界
に
な
っ
て

き
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、
移
住
し
た

い
と
思
う
様
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

何
か
、
長
野
で
自
分
の
ス
キ
ル
を
生

か
せ
る
仕
事
は
な
い
か
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
池
田
町
の
町
民
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
を
見
つ
け
、
す
ぐ
に
応

募
し
ま
し
た
。
そ
し
て
縁
が
あ
り
、
晴

れ
て
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
国
際

学
院
で
Ｉ
Ｔ
教
育
関
係
の
協
力
を
す
る

こ
と
と
、
町
民
向
け
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ

ー
向
上
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
企
画
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

池
田
町
に
来
て
み
て
雄
大
な
ア
ル
プ

ス
の
絶
景
と
夜
に
な
れ
ば
満
天
の
星
空

が
広
が
る
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
毎
日

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
通

勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
ス
ト
レ
ス
は
吹
き
飛
び

ま
し
た
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
が
趣
味
な
の
で
春
に
な

っ
た
ら
バ
イ
ク
で
ア
ル
プ
ス
の
山
々
へ

行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
渦
の
影
響
は
ま
だ
ま
だ
少
な

か
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
Ｉ
Ｔ
の
力
で
池
田
町
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
施
策
を
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
こ
の
池
田
町
に
慣
れ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

砂
田　

祐
助

企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

自
己
紹
介

№ 71

▲ツーリングは
こんな感じで

▲妻と私の２人で移住

第 50 回池田町囲碁・将棋・麻雀大会　出場者募集
　

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
！

　

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

《
日
時
》

　

３
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
～

《
会
場
》

　

池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
部
門
》

◆
囲
碁

　

【
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
の
部
】

　

【
一
般
の
部
】

◆
将
棋

　

【
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
の
部
】

　

【
一
般
の
部
】

◆
麻
雀

　

【
一
般
の
部
】

《
賞
等
》

　

優
勝
～
３
位
ま
で
賞
状
お
よ
び
賞
品

　

全
員
に
参
加
賞
、
入
賞
者
は
公
表
予
定

《
参
加
費
》
無
料

《
参
加
資
格
》
ど
な
た
で
も

《
注
意
事
項
》

◆
飛
び
入
り
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
し
、
人
数

制
限
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

《
申
込
締
切
》
２
月
22
日
（
月
）

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
み
先
】

　

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で℡

（
６
２
）
２
０
５
８

▲愛車ＫＤＸ！
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◆
活
動
の
窓
◆

い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾

　

い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾
の
第

８
回
講
座
「
知
っ
て
楽
し
い
世
界
の

文
化
～
ア
ジ
ア
編
～
」
と
第
９
回

講
座
「
相
続
問
題
を
考
え
て
み
よ

う
！
」
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
の
第
８
回
で
は
講
師

に
、
日
本
ア
ル
プ
ス
国
際
学
院
で
学

ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
留

学
生
６
名
を
お
招
き
し
、
自
国
の
文

化
や
日
本
に
来
て
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化
を
知
り
、
多

文
化
共
生
の
時
代
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
の
第
９
回
で
は
、
講
師

に
元
家
庭
裁
判
所
調
査
官
の
高
橋
昭

夫
さ
ん
を
お
招
き
し
、
40
年
ぶ
り
に

大
改
正
し
た
相
続
法
に
つ
い
て
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
練
習
問
題
な
ど
を
交

え
、
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

家
庭
裁
判
所
で
扱
う
遺
産
分

割
争
い
の
３
分
の
１
は
遺
産
額

１
０
０
０
万
円
以
下
で
発
生
し
て
お

り
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
は
遺
言
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
や
、
不
動
産
を

多
く
残
さ
な
い
こ
と
な
ど
の
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

～
世
界
に
一
つ
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ん
こ
～

　

12
月
19
日
に
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
第
４
回
講
座
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
消

し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
作
ろ
う
！
」
を
、

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
専
用
消

し
ゴ
ム
を
使
い
、
彫
刻
刀
で
思
い
思

い
の
図
案
を
彫
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
製
作
し
ま
し

た
。
細
か
い
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

復
活
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

12
月
６
日
に
高
瀬
中
学
校
の
校
庭

外
周
路
（
約
５
０
０
㍍
）
を
使
っ

て
、
12
年
ぶ
り
に
冬
場
の
体
力
づ
く

り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

高
瀬
中
学
校
、
大
か
え
で
ラ
ン
ニ

ン
グ
ク
ラ
ブ
、
一
般
チ
ー
ム
の
計
12

チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
４
～
７
周

く
ら
い
ず
つ
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
距
離
を
走
り

ま
し
た
。

　

高
瀬
中
３
年
生
有
志
チ
ー
ム
が
１

時
間
９
分
１
秒
の
記
録
で
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
バ
ト
ン
パ
ス
の

た
び
に
声
援
が
送
ら
れ
、
チ
ー
ム
の

絆
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
全
チ

ー
ム
が
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く

バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
完
走
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
体
験
会

　

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
と
同
日
の
12
月

6
日
に
高
瀬
中
学
校
校
庭
で
フ
ッ
ト

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
体
験
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
正
式
種
目
に
な
っ

て
お
り
、
安
曇
養
護
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
安
曇
野
レ
ッ
ズ
と
い
う
チ
ー

ム
が
日
頃
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

安
曇
野
レ
ッ
ズ
の
選
手
た
ち
と
一

緒
に
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
な
ら
で

は
の
ル
ー
ル
の
確
認
を
行
い
、
キ
ッ

ク
や
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
の
練
習
、
ゲ
ー

ム
を
行
い
交
流
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
、
楽
し
み
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
民
館
か
ら

▲流ちょうな日本語で発表▲講師の高橋昭夫さん

▲一彫入魂！

総
合
体
育
館
か
ら

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆２月の休館日　　１・８・15・22 日

（11・23 日は祝日開館をいたします）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

から揚げっ！照り焼きっ！ハンバーグッ！
ーみ～んな大好き。元気おかず。ー

おにのおふろや銀獣の集い
ー廣嶋玲子短編集ー

『心拍数で本を読む。 - BPM Reading -』
展示中

　ＢＰＭとは、１分間に何拍あるかを示す言葉で、
医学用語としては「1 分間の心拍数」のこと。
　本を「ジャンル」や「著者」ではなく、本を読んでい
る時や読み終わった後の「読み手の心拍数」でとら
えてみる企画です。
　『すごく落ち着く』から『超興奮』までの５段階に
分けて、皆さんのおすすめの本を募集します。詳しく
は、図書館カウンターにておたずねください。

その他の新着書
コロナと潜水服	 奥田英朗
天を測る	 今野敏
バイター	 五十嵐貴久
野良犬の値段	 百田尚樹
図解 SDGs 入門	 村上芽

「非正規」六法	 飯野たから
文豪たちの西洋美術	 谷川渥
辞典語辞典	 見坊行徳
かける	 はらぺこめがね

手作りを楽しむ蜜ろう入門
安藤竜二

今日、これ買ってきた
笠原将弘

ながれぼし	 武田康男
せかいでさいしょにズボンを
はいた女の子	 キース・ネグレー
諏訪の龍神さま	 小平陽子
みたらみられた	 たけがみたえ

廣嶋　玲子　著
（東京創元社）

　アニメ化された『ふしぎ駄
菓子屋銭天堂』で大人気の
作者による、美しくてちょっ
ぴり怖い 3 つの物語を収録
した短編集です。

市瀬　悦子　著
（グラフィック社）

　とにかくみんなに愛さ
れている三大おかず。お
いしく作って、食べて、寒
い冬を乗り切りましょう！

りとう　ようい　絵
苅田　澄子　作

（鈴木出版）
　そうたは初めてお風呂
やさんに行きました。扉
を開けるとたくさんの赤
鬼たち！こわごわ熱いお
湯に浸かっていたら頭に
角が生えてきて…。

「行脚」圃晏

「
無む

こ
う拘

の
美
術
家  

宮
澤
好
男  

圃ほ
あ
ん晏

展

～
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
バ
リ
ア
ン
ト
～
」
開
催
！

【
問
い
合
せ
先
】  

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

圃
晏
こ
と
宮
澤
好
男
は
、
昭
和
15
年
飯
田
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
48
年
よ
り

池
田
町
定
住
。
信
州
美
術
会
副
会
長
、
県
展
審
査
員
、
中
信
美
術
会
委
員
長

等
を
歴
任
。
高
校
の
美
術
教
員
を
し
な
が
ら
、
昭
和
51
年
に
「
圃
窯
」
（
窯
の

名
前
）
を
構
え
て
、
作
陶
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
画
歴
は
作
陶
よ
り
も
古
く
、

現
在
は
抽
象
画
を
主
に
描
い
て
い
ま
す
。
本
人
曰
く
「
本
展
覧
会
の
「
陶
芸
」

も
「
絵
」
も
、
既
成
概
念
か
ら
の
脱
出
と
自
己
脱
皮
を
試
み
て
き
た
も
の
。
し

か
し
、
未
完
」
と
の
こ
と
。

《
会　
　

期
》
３
月
２
日（
火
）～
３
月
21
日（
日
）

《
休
館
日
》
月
曜
日

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　
　
　
　
　
　

※
当
面
の
間
、時
短
営
業
中
。

《
会　
　

場
》
企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》
一　

般
４
０
０
円（
３
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生
２
５
０
円（
２
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

当
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
、
臨
時
休
館
や
開
館
時
間
の
短
縮

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
や
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://navam
.jp

）
に
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

広報いけだ 12



【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

　

２
月
14
日（
日
）に
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー

ト
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、無
観
客
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。一
般
の
観
客
の
方
の
ご
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
が
、後
日
コ
ン
サ
ー
ト
の
映
像

を
、演
奏
者
の
同
意
を
得
て
公
開
し
ま
す
。

白
樺
の
家　

貼
り
絵
作
品
展

　

昨
年
３
月
に
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
と

な
っ
て
い
た「
白
樺
の
家
貼
り
絵
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す
。白
樺
の
家
25
周
年
記
念

カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
作
品
や
新
作
な
ど
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況

に
よ
り
、再
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

《
日
時
》

　

２
月
28
日（
日
）～
３
月
28
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
休
館
日
：
月
曜
日
）

《
場
所
》

　

池
田
町
創
造
館
ロ
ビ
ー（
入
館
無
料
）

早
春
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

　

ピ
ア
ノ
公
募
コ
ン
サ
ー
ト

　

無
観
客
開
催
の
お
知
ら
せ

穂
高
南
小
学
校
３
年
生
か
ら

寄
せ
書
き
が
届
き
ま
し
た
！

　

令
和
２
年
10
月
２
日
に
社
会
科
見
学
で
ク
ラ

フ
ト
パ
ー
ク
を
訪
れ
た
穂
高
南
小
学
校
３
年
生

か
ら
お
礼
の
寄
せ
書
き
が
届
き
ま
し
た
。ク
ラ

フ
ト
パ
ー
ク
の
景
観
は
子
ど
も
た
ち
に
も
好
評

で
す
。感
想
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
と
て
も
い
い
け
し
き
で
し
た
。わ
た
し
は
い

い
け
し
き
が
す
き
な
の
で
気
も
ち
よ
か
っ

た
で
す
。そ
の
こ
と
を
お
母
さ
ん
に
い
っ
た
ら

「
ま
た
家
族
で
い
こ
う
ね
」と
い
い
ま
し
た
。

ま
た
い
く
の
で
ま
っ
て
て
く
だ
さ
い
。

●
池
田
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
か
ら
の
な
が
め
は
、

す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。

●
と
て
も
け
し
き
が
よ
く
て
、お
べ
ん
と
う
も

け
し
き
が
い
い
と
こ
で
た
べ
る
と
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

　

突
然
で
す
が
、
あ
な
た
は
配
偶
者
を
ど

の
よ
う
に
呼
ん
で
い
ま
す
か
？ 

女
性
で

あ
れ
ば
「
夫
・
主
人
・
旦
那
」
な
ど
、
男

性
で
あ
れ
ば
「
妻
・
家
内
・
女
房
」
な
ど

が
一
般
的
で
し
ょ
う
か
。
普
段
は
何
気
な

く
使
っ
て
い
る
言
葉
で
も
、
呼
び
方
に
よ

っ
て
は
男
性
中
心
的
な
意
味
合
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

筆
者
は
男
性
で
す
が
、
以
前
父
が
母
の

こ
と
を
「
う
ち
の
家
内
」
と
他
の
人
に
話

す
の
を
聞
い
て
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。

「
家
内
」
と
言
え
ば
「
家
の
中
に
居
る
人
」

と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。
父
だ
け

で
な
く
多
く
の
男
性
は
差
別
的
な
意
味
で

使
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
言
葉
は
人
の
意
識
や
考
え
方
に
影
響

を
与
え
る
も
の
で
す
。

　

某
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の

呼
び
方
に
関
す
る
記
事
で
、
１
９
９
５
年

創
刊
の
あ
る
女
性
誌
で
は
、
２
年
ほ
ど
前

か
ら
そ
れ
ま
で
の
「
ダ
ン
ナ
」
や
「
主
人
」

の
表
記
か
ら
、
基
本
的
に
「
夫
」
の
表
記

に
変
え
た
そ
う
で
す
。
時
代
と
と
も
に
呼

び
方
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

　

ち
な
み
に
わ
が
家
で
は
他
の
人
に
話
す

際
は
「
妻
・
夫
」
を
使
い
、
互
い
に
は
名

前
で
呼
び
合
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
か
る

た
の
よ
う
に
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ん
で
み

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
妻
か
ら
は

「
よ
そ
よ
そ
し
い
か
ら
名
前
だ
け
に
し
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

何
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
互
い
を
気
遣
っ
て
呼
び
合
え
る
関

係
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。
今
更
こ
そ
ば
ゆ

い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
互
い
に

ど
う
呼
ば
れ
た
い
か
話
題
に
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
（
鈴
木
）

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

配
偶
者
の
呼
び
方

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局　

℡（
６
２
）２
０
５
８

出
典
：
男
女
共
同
参
画
啓
発
か
る
た

　
　
　
（
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
い
と
ぴ
あ
）

クラフトパーク＆創造館だより

男
女
共
同
参
画　

自
分
ら
し
く
生
き
る

広報いけだ 13



　

６
年
生
が
た
こ
作
り
を
し
ま
し
た
。
竹

を
細
か
く
割
い
た
も
の
を
肥
後
守
で
削
っ

て
い
き
ま
す
。
６
年
間
肥
後
守
で
鉛
筆
を

削
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
た
手
つ

き
で
竹
を
削
っ
て
い
き
ま
し
た
。
強
い
風

が
吹
い
た
日
の
昼
休
み
、
完
成
し
た
た
こ

が
空
を
舞
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
社
会
の
学
習
で
地
域
探
検
を

行
い
、
そ
の
中
で
５
年
生
の
米
作
り
で
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
田
中
さ
ん
の
ね
ぎ

畑
を
見
学
し
ま
し

た
。
大
き
く
育
っ
た

ね
ぎ
を
収
穫
さ
せ

て
も
ら
い
、
作
業
の

大
変
さ
、
収
穫
の
喜

び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

明
治
以
来
、
１
０
０
年
以
上
作
ら
れ
て
い

る
希
少
な
在
来
種
の
桜
仙
峡
あ
ず
き
を
２

年
生
が
栽
培
し
ま
し
た
。
桜
仙
峡
あ
ず
き
保

存
会
の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
学
校
の

畑
で
種
ま
き
、
刈
り
取
り
、
脱
粒
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
が
大
切
に
育
て
て

い
る
あ
ず
き
を
地
域
の
方
と
一
緒
に
栽
培

し
て
い
く
こ
と
で
、
あ
ず
き
へ
の
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
あ
ず
き
で
ど
ら

焼
き
や
お
赤
飯
を
つ
く
り
、
桜
仙
峡
あ
ず
き

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
、
４
・
５
・
６
年

生
の
希
望
者
が
地
域
の
先
生
方
と
一
緒
に

学
習
を
し
て
い
ま
す
。
宿
題
や
自
主
学
習
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
土
曜
ふ
る
さ
と

ク
ラ
ブ
で
は
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て

い
る
様
子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の

先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。

　

地
域
に
出
て
体
験
を
し
、
地
域
の
方
に
話

を
聞
く
中
で
子
ど
も
た
ち
の
学
習
は
よ
り

深
く
広
く
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
温
か

く
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

会 染 小 学 校

肥
後
守
で
た
こ
作
り

地
域
探
検
で
ね
ぎ
畑
を
見
学

桜
仙
峡
あ
ず
き
の
栽
培

　

水
曜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
塾

・
土
曜
ふ
る
さ
と
塾　

　

72
年
前
の
昭
和
24
年
１
月
26
日
、

昭
和
の
大
修
理
（
昭
和
９
年
～
昭
和

60
年
）
中
で
あ
っ
た
奈
良
県
法
隆
寺

の
金
堂
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

壁
画
の
模
写
を
し
て
い
た
作
業
員
が

保
温
用
に
使
っ
て
い
た
電
気
座
布
団

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘
れ
た
こ
と
が

原
因
と
さ
れ
て
お
り
、
白
鳳
時
代

（
７
世
紀
末
か
ら
８
世
紀
初
期
）
に

描
か
れ
た
十
二
面
壁
画
が
焼
損
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
年
２
月
に
は
愛
媛

県
の
松
山
城
の
筒
井
門
等
３
棟
が
、

６
月
に
は
北
海
道
の
松
前
城
の
天
守

等
２
棟
の
国
宝
が
焼
損
し
社
会
的
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
っ
て
「
先
人

た
ち
が
残
し
た
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
ろ
う
」
と
い
う
世
論
が
高
ま
り
、

昭
和
25
年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
か
ら
１
月

26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

し
、
文
化
財
の
防
火
設
備
の
点
検
と

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
消
防
演
習

な
ど
を
実
施
し
て
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
る
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

日
本
の
文
化
財
は
、
木
や
紙
な
ど

の
可
燃
物
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
一
度
火
災
に
な
る
と
、
大
き

な
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
田
町
に
も
県
の
指
定
文
化
財
で

あ
る
木
造
毘
沙
門
天
立
像
を
始
め
、

多
く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
人
た
ち
が
現
代
に
残
し
て
く

れ
た
掛
け
替
え
の
な
い
歴
史
的
財
産

を
、
私
た
ち
が
次
の
時
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
も
、
火
災
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

歴
史
あ
る
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
！

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９
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愛
孫
に
元
気
を
貰も

ら

っ
て
頑
張
れ
る
健
康
寿
命
延
ば
す
運
動

小
林

　
正
雄
（
鵜

　
山
）

　

真
っ
青
な
空
に
切
り
立
つ
北
ア
ル
プ
ス
雪
を
抱
き
て
凜
と
連
な
る

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

　

山
門
に
並
び
て
在い

ま

す
地
蔵
尊
ひ
と
り
横
向
く
ふ
く
ら
な
る
頬

斉
藤

　
恵
子
（
滝

　
沢
）

　

絹
莢
が
ず
ら
り
芽
を
出
し
あ
お
あ
お
と
寄
り
来
る
鳥
に
手
を
打
ち
て
追
う

磯
谷
留
美
子
（
滝

　
沢
）

　

抜
歯
し
て
不
安
の
募
る
夜
な
れ
ど
金
木
犀
の
ほ
の
か
に
香
る

中
沢

　

恵
（
十
日
市
場
）

冷
え
ま
さ
り
吹
雪
く
夜
す
が
ら
束
の
間
に
下
弦
の
月
の
お
ぼ
ろ
に
か
す
む

酒
井

　
鈴
子
（
吾
妻
町
）

　

日
に
一
度
安
否
問
ひ
く
る
娘
の
電
話
事
無
く
過
ぎ
し
と
返
す
倖
せ

宮
澤

　
夏
子
（
中
之
郷
）

　

孫
た
ち
も
暮
れ
の
餅
つ
き
手
伝
ひ
ぬ
お
飾
り
ま
る
む
る
小
さ
な
手
と
手

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

　

４月号掲載短歌募集

はがきに作品１点を記入し、２月
末までに投稿してください。
作品には①住所（番地まで） ②地
区名 ③氏名 ④電話番号 ⑤学校名
と学年（中学生以下の方）を明記
してください。
投稿作品の語句等の修正は原則行
いませんのでご了承ください。投
稿多数の場合は抽選により掲載し
ます。

■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）

池田町 企画政策課
　　　　町づくり推進係

℡ 62-3129

《
池
田
町
役
場
選
》

※
今
月
の
投
稿
作
品
８
首
を
順
不
同
で
掲
載
。

土
地
利
用
審
議
会
答
申

　

12
月
24
日
、
池
田
町
土
地
利
用
審
議
会

（
会
長
：
平
林
信
一
さ
ん
）
が
「
土
地
利

用
調
整
基
本
計
画
案
」
を
町
に
答
申
し
ま

し
た
。
計
画
案
に
は
豊
町
地
区
南
部
と
和

合
地
区
北
部
の
「
田
園
環
境
保
全
地
域
」

の
一
部
変
更
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

計
画
案
は
令
和
３
年
３
月
議
会
の
議
決

を
経
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

を
行
う
予
定
で
す
。
計
画
期
間
は
令
和
３

年
10
月
か
ら
10
年
間
で
す
。

　

１
月
10
日
、
昨
年
夏
か
ら
延
期
さ
れ
て
い
た
令
和
２
年
度
成
人
式

を
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
県
外
で
暮
ら

す
新
成
人
の
会
場
参
加
は
昨
年
末
ま
で
に
帰
省
し
て
い
た
人
に
限
定

し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
交
え
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
に
入
る
際
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
検
温
、
体
調

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
可
能
な
限
り
の
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
の
松
澤
一
輝
さ
ん
（
写
真
右
下
）
は
「
こ
れ
ま
で
以
上

に
責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
「
コ
ロ

ナ
が
落
ち
着
い
た
と
き
も
う
一
度
同
級
生
で
集
ま
っ
て
２
回
目
の
成
人

式
を
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
成
人
式
を
開
催

甕町長に答申書を手渡す平林信一会長（右）

広報いけだ 15
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池
田
町
で
は
、使
用
す
る
予
定
の
な
い
不

動
産
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は「
町
有
不
動
産

売
却
応
募
要
領
」を
ご
覧
の
上
、２
月
１
日（
月
）

か
ら
３
月
５
日（
金
）ま
で
に
役
場
企
画
政
策

課
に
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
し
込
み
に
は
印
鑑
登
録
証
明
書
、

住
民
票
な
ど
の
書
類
の
他
、入
札
保
証
金
の

納
入
が
必
要
で
す
。「
町
有
不
動
産
売
却
応
募

要
領
」は
、役
場
企
画
政
策
課
で
お
配
り
し
て

い
ま
す
。ま
た
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
内

容
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

《
入
札
日
時
》　

３
月
17
日（
水
）午
前
10
時

《
入
札
場
所
》　

池
田
町
役
場
２
階
大
会
議
室

《
売
却
す
る
不
動
産
》

旧
豊
町
教
職
員
住
宅（
１
棟
２
戸
）

（
土
地
）池
田
町
大
字
池
田
３
５
０
９
番
２
２

　
　
　

宅
地　

２
６
７
・
８
１
平
方
㍍

（
建
物
）木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
平
家
建

　
　
　

居
宅　

１
１
５
・
９
３
平
方
㍍

（
最
低
売
却
価
格
）１
８
９
万
円

（
入
札
保
証
金
）１
８
万
９
０
０
０
円

【
問
】企
画
政
策
課  

財
政
係℡（

６
２
）３
１
２
９

◆
確
定
申
告
会
場
開
設
に
つ
い
て

　

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定

申
告
の
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

《
期
間
》　

２
月
４
日（
木
）

～
３
月
15
日（
月
）ま
で

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

《
会
場
》　

大
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

【
注
意
事
項
】

　

混
雑
緩
和
の
た
め
、
入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は

会
場
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
は
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。

※
申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
後
日
来

場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
本
年
は
還
付
申
告
を
２
月
15
日（
月
）以

前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
】大
町
税
務
署　

℡（
２
２
）０
４
１
０

　

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
事
業
主
の
皆
さ

ま
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
の
法
施
行
を
踏
ま
え
、年
次

有
給
休
暇
の
取
得
義
務
、長
時
間
労
働
の
是

正
、同
一
労
働
同
一
賃
金
、就
業
規
則
の
見
直

し
、労
働
関
係
助
成
金
活
用
な
ど
の
全
般
に

つ
い
て
、社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

《
日
時
》　

２
月
４
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

《
場
所
》　

池
田
町
役
場
２
階 

小
会
議
室

《
共
催
》

　

長
野
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
】産
業
振
興
課 

商
工
係℡（

６
２
）３
１
２
７

　

町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て

防
災
情
報
や
気
象
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
池
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

　

http://w
w

w
.

ikedam
achi.net/　

《
安
心
安
全
メ
ー
ル
（
登
録
制
）
》

　

詳
し
く
は
裏
表
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

t-nagano-ikeda@

sg-m
.jp　

《
池
田
町
４
か
所
の
雨
量
計

（
中
島
・
役
場
・
滝
沢
・
陸
郷
》

　

町
内
４
か
所
に
設
置
さ
れ
た
雨
量
計
の
数

値
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.

potekanet.com
/　

《
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
防
災
速
報
》

　

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
地
域
設
定

を
す
る
と
防
災
速
報
が
届
き
ま
す
。

　
　

（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）　

（
ｉ
ｏ
ｓ
）

《
池
田
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

【
防
災
】
》

　

@
ShinsyuIkeda_D

P

　

池
田
町
担
当
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

田た
な
か
ま
な
ぶ

中
学
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、国
民
の
基
本
的
人
権

が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
監
視

し
、も
し
、こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
、す
み
や
か
に
適
切
な
処

置
を
採
る
と
と
も
に
、常
に
自
由
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
そ
の
使
命
と

し
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

大
町
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
有
不
動
産
を
売
却
し
ま
す

「
働
き
方
改
革
相
談
会
」
開
催

　

町
の
発
信
す
る
防
災
情
報
や

気
象
情
報
を
活
用
し
ま
し
ょ
う　

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介



　

浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
で
は
、町
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
短
歌
・
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。町

内
の
小
・
中
学
生
は
平
成
18
年
か
ら
続
け
て

き
て
い
ま
す
が
、今
回
か
ら
一
般
の
方
の
部

門
を
設
け
ま
し
た
。短
歌
・
俳
句
に
は
そ
れ
ぞ

れ
形
式
が
あ
り
ま
す
が
、童
謡『
て
る
て
る
坊

主
』の
作
詞
者
で
池
田
町
出
身
の
浅
原
六
朗

は
、そ
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
、自
由
な
俳

句
を
作
り
ま
し
た
。日
頃
の
生
活
の
な
か
で

感
じ
た
こ
と
な
ど
を
、短
歌
・
俳
句
で
表
現
し

て
み
ま
し
ょ
う
。コ
ロ
ナ
禍
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

が
日
常
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
家
族

み
ん
な
で
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。小
・
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
募
集
し

ま
す
。

◆
応
募
作
品
は
本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。氏
名
の
公
表
を
希
望

さ
れ
な
い
場
合
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

◆
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。応
募
用
紙
は
浅
原
六
朗
文
学
記
念

館
、交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
に
用
意
し
て

い
ま
す
。ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。応
募
用
紙
は
期

限
ま
で
に
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
ま
た

は
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。入

選
作
品
に
は
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

◆
入
選
作
品
は
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
と
浅

原
六
朗
文
学
記
念
館
に
展
示
し
ま
す
。ま

た「
広
報
い
け
だ
」に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◆
応
募
締
切　

２
月
19
日（
金
）

【
問
】浅
原
六
朗
文
学
記
念
館

℡（
６
１
）１
４
３
０

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
開
設
日
》２
月
４
日（
木
）

《
開
設
時
間
》午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

《
開
設
場
所
》

　

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局
３
階
会
議
室

《
相
談
内
容
》

　

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、離
婚
、セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、い
じ
め
、虐
待
、体
罰

な
ど
の
心
配
ご
と
、悩
み
ご
と
に
関
し
て

《
相
談
担
当
者
》人
権
擁
護
委
員

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
】法
務
局
大
町
支
局

℡（
２
２
）０
３
７
９

　

皆
さ
ま
に
お
配
り
し
て
い
る「
生
き
活
き

池
田
ス
マ
イ
ル
ク
ー
ポ
ン『
イ
ケ
ス
マ
』」は

池
田
町
内
の
登
録
店
舗
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。期
限
ま
で
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
利
用
期
限
》２
月
28
日（
日
）ま
で

【
問
】産
業
振
興
課 

商
工
係℡（

６
２
）３
１
２
７

「
女
性
と
子
ど
も
の
悩
み
ご
と
相
談
」

の
お
知
ら
せ　

　

子
ど
も
・
お
と
な
が
つ
く
る

短
歌
・
俳
句　

作
品
募
集　

イ
ケ
ス
マ　

２
月
28
日
ま
で
！

池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。
空き家（空き家になる予定の物件）をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、
まずはお気軽に役場移住定住促進係までご相談ください。
これまで登録 63 件のうち、売買 38 件、賃貸５件　成立しています。

▲町 HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。
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広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１（
6
2
）３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１（
6
2
）９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
３
年
１
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
１
年
２
月
号
（N

o.652

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

７日（日）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 伊東医院 22-0077

11 日（木）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

14 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 柿下クリニック 21-1230

21 日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

23 日（火）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

28 日（日）
池田・松川 西森整形外科 61-1700

大町市内 菊地クリニック 21-2580

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

７日（日） あづみ病院歯科口腔外科 61-1168

11 日（木） 平林歯科医院 22-1149

14 日（日） きらり歯科医院 62-0005

21 日（日） 宮下歯科医院 22-0297

23 日（火） 師岡歯科 62-9781

28 日（日） 砂田歯科医院 22-0648

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

７日（日） 松川とをしや薬局 61-1527

11 日（木） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

14 日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

フロンティア薬局池田店 61-4121

21 日（日） なつめ薬局 85-0536

23 日（火）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

28 日（日） すみれ薬局 85-2061

■ 2月の主な行事
期　　日 行　事　名

18 日（木） 池田工業高校　デュアルシステム発表会

■ 2月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号
  6 日（土） （有）三和テクノ 090-1613-9425

  7 日（日） （株）エムケーシステム 090-4464-8147

  11 日（木） （株）長澤設備工業 090-2411-9664

  13 日（土） （株）巧誠 0263-88-5311

  14 日（日） スザワ設備 85-0833

  20 日（土） 北アルプス総合設備（株） 85-2063

  21 日（日） （有）ニキ設備工事 0263-72-8420

  23 日（火） ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ設備 090-1409-3268

  27 日（土） （有）勝野設備工業所 62-4070

  28 日（日） （有）設備工業 090-5412-1402

■ 2月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
1月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,689人　（▲13）
　　　男 4,699人　（▲6）　女 4,990人　（▲7）
●世帯数 4,038世帯（+4）

■ 2月の納税等
国保税・後期高齢⑧　　　　　　　【納期限３月１日】
※口座振替日は 2 月 25 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。


